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天
界
第
十
四
號
附
録
（
大
正
九
年
十
二
月
廿
四
口
第
三
種
郵
便
物
認
可
大
正
＋
年
＋
二
月
廿
四
日
印
刷
同
二
五
日
登
行
）

天

文

（
こ
の
部
綾
き
）

語

彙
（
＋
ε

海
　
老
　
恒
　
治
編

C
う
合
（
∩
9
甘
9
辞
δ
こ
。
遊
星
が
太
陽
ご
同
じ
黄
経
に
來
た

　
時
を
合
ε
云
ふ
。
然
し
も
つ
ε
廣
義
に
云
へ
ば
新
月
は
即

　
ち
月
の
合
で
あ
る
。
叉
一
般
に
二
つ
の
星
が
同
一
の
経
度

　
に
來
だ
時
を
云
ふ
事
も
あ
る
。
例
へ
ば
木
星
蓬
土
星
の
合
・

　
月
ご
火
星
ε
の
合
ε
云
ふ
が
如
し
。

＝
ウ
忠
ル
（
℃
・
閏
●
∩
O
ミ
Φ
＝
）
。
グ
リ
ニ
チ
天
女
毫
の
親
聖
者
、

　
一
九
〇
九
年
ハ
レ
ー
彗
星
の
出
現
に
際
し
、
掴
め
深
く
研

　
究
し
て
大
論
交
を
獲
表
し
π
。
今
日
彗
星
軌
道
學
の
椹
威

　
で
あ
る
。
彼
は
叉
英
國
の
航
海
暦
を
編
纂
し
て
み
る
Q
（
現

　
存
）

こ
，
り
み
へ
び
ざ
小
海
蛇
座
二
山
旨
「
髪
）
。
バ
イ
エ
ル
星
座
の
一

　
で
、
エ
リ
ダ
シ
座
の
南
、
南
極
に
近
い
。
毎
年
十
二
月
の

　
ダ
南
中
す
る
け
れ
．
ε
日
本
内
地
で
は
見
え
な
い
。
三
等
星

　
三
つ
其
他
は
微
光
。

こ
う
え
ん
紅
焔
　
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
を
見
よ
。

こ
う
か
い
航
海
（
謁
≦
σ
q
象
δ
昌
）
。
昔
か
ら
航
海
者
が
星
を
見

　
て
針
路
を
定
め
る
事
が
わ
か
っ
て
來
た
。
紀
元
前
数
千
年

　
の
頃
ペ
ル
シ
ヤ
濁
や
地
中
海
の
航
海
記
録
が
あ
る
。
中
世

　
遠
洋
航
海
の
流
行
す
る
に
至
っ
て
天
衣
學
の
智
識
は
盆
々

　
必
要
に
な
っ
て
來
だ
。

　
　
今
日
の
航
海
者
は
ク
ロ
ノ
メ
ー
ト
ル
を
備
へ
、
セ
キ
ス

　
タ
ン
タ
ソ
、
ト
を
手
に
し
て
天
燈
の
位
置
を
計
り
つ
＼
時
刻

　
及
麗
緯
度
を
算
出
し
て
船
を
進
め
る
。
掌
れ
を
天
文
航
法

　
ε
云
ふ
。
然
し
近
年
長
距
離
無
線
電
信
の
獲
達
に
俘
ひ
航

　
海
術
に
一
攣
革
を
心
し
つ
》
あ
る
。

こ
ら
か
ト
、
⑳
き
航
海
暦
（
ン
p
爵
。
巴
≧
ヨ
き
碧
）
。
　
航
海
者
が

　
天
孫
観
測
の
時
に
用
ゆ
る
天
膿
暦
で
あ
る
。
（
天
騰
暦
を
見

　
よ
）

ご
う
き
ゅ
う
光
球
（
雲
○
叶
8
喜
巽
。
）
。
　
太
陽
の
表
面
で
白
色

　
の
光
を
出
す
所
を
云
ふ
。
殆
ん
ご
あ
ら
ゆ
る
化
學
元
素
が

　
撮
氏
六
〇
〇
〇
度
以
上
の
高
熱
の
爲
め
に
獲
短
し
て
る
る

　
の
で
地
球
か
ら
見
て
⊥
ハ
十
萬
燭
光
で
あ
る
。
望
蓮
鏡
で
見

　
る
ξ
光
球
は
決
し
て
一
様
に
光
っ
た
も
の
で
な
い
。
全
燈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ち

　
し
て
中
央
部
が
最
も
明
る
く
縁
の
方
へ
漸
次
光
喚
弱
い
。
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（
其
原
因
は
光
の
蝉
茸
に
由
る
）
然
し
更
に
詳
し
く
見
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
ニ
ま
か

　
光
球
は
至
る
所
細
い
明
暗
の
模
様
が
あ
っ
て
そ
れ
が
急
激

　
に
動
揺
し
て
居
る
（
た
い
よ
う
、
た
い
よ
う
の
こ
く
て
ん

　
量
見
よ
）

こ
う
け
い
黄
纏
（
ピ
9
唯
【
轟
き
。
こ
う
こ
う
ざ
ひ
ょ
う
を
見
よ

こ
う
け
い
口
耳
（
〉
℃
舞
9
。
）
。
　
一
般
に
望
浮
言
の
封
物
レ
ソ

　
ズ
叉
は
活
物
鏡
の
直
面
を
云
ふ
。
口
健
が
大
き
け
れ
ば
其

　
二
乗
に
正
比
例
す
る
光
を
受
け
入
れ
、
爾
荷
重
の
廻
折
に

　
よ
る
写
像
の
瘡
樫
は
口
話
に
逆
比
例
す
る
關
係
上
大
層
裡

　
の
壁
遠
鏡
は
光
の
弱
い
星
を
見
る
警
め
二
重
に
利
盆
が
あ

　
る
。

ζ
，
り
こ
ら
ノ
さ
光
行
差
。
ア
ベ
ラ
シ
オ
ソ
を
見
よ
。

こ
う
こ
う
で
ん
降
交
黙
、
し
ょ
う
こ
う
て
ん
を
見
よ
。

こ
ら
さ
光
差
（
国
ゆ
耀
け
…
。
昌
亀
H
」
σ
q
耳
）
。
太
陽
の
光
が
地
球
の

　
雫
均
距
離
を
通
過
す
る
時
間
を
云
ふ
。
凡
そ
八
分
一
八
秒

　
で
あ
る
。
此
の
敷
は
一
天
交
直
位
を
光
の
速
度
で
割
っ
た

　
も
の
で
あ
っ
て
從
っ
て
太
陽
の
硯
差
に
逆
比
例
す
る
重
要

　
な
る
値
で
あ
る
。

こ
う
せ
い
恒
星
霊
×
巴
Q
。
毎
）
。
昔
か
ら
人
が
肉
眼
で
見
た

　
星
の
中
に
遊
星
ご
恒
星
ε
の
二
種
類
が
あ
る
ε
考
へ
た
。

　
　
　
　
　
　
ら
ご

　
遊
星
は
帥
ち
動
く
星
で
箪
濁
に
其
軌
道
を
行
く
の
で
あ
る

　
が
恒
星
は
天
球
上
に
於
て
相
互
に
絶
劃
不
動
の
も
の
ξ
考

　
へ
ら
れ
た
．
今
B
之
を
見
れ
ば
恒
星
で
も
遊
星
で
も
絶
勤

　
不
動
の
星
は
少
し
も
な
い
が
、
所
謂
る
恒
星
は
遊
星
に
比

　
べ
て
非
常
な
遠
距
離
に
あ
る
か
ら
其
蓮
動
は
殆
ん
ご
肉
眼

　
で
は
解
ら
な
い
ご
云
ふ
に
止
ま
る
。
十
七
世
紀
の
ハ
レ
ー

　
儲
蓄
我
々
は
多
く
の
恒
星
の
固
有
蓮
動
を
知
っ
て
居
る
。

　
　
恒
星
は
叉
光
も
一
定
不
饗
で
あ
る
ε
思
は
れ
た
の
で
あ

　
る
が
、
今
日
は
多
く
の
攣
光
星
が
獲
見
さ
れ
て
此
原
則
も

　
認
め
ら
れ
な
い
。
唯
各
種
の
新
事
實
を
綜
合
し
て
見
れ
ば

　
恒
星
其
も
の
は
一
つ
一
大
艦
に
於
て
太
陽
ε
同
じ
程
の

　
物
理
的
性
質
を
有
っ
て
み
る
ε
考
へ
れ
ば
よ
い
。

こ
う
ぜ
ト
夢
恒
星
聴
（
○
。
｛
紆
誘
人
目
B
Φ
）
。
恒
星
即
ち
非
常
な

　
遠
方
に
あ
る
不
動
の
天
領
に
樹
し
て
地
球
の
自
省
を
計
る

　
方
法
で
あ
る
。
普
通
の
基
準
ε
し
て
は
春
分
黙
の
子
午
線

　
通
過
す
る
時
刻
を
○
時
ε
し
、
次
の
通
遇
迄
を
二
十
四
時

　
に
割
る
。
更
に
そ
れ
を
分
及
秒
に
分
け
る
事
例
の
如
し
。

　
李
均
太
陽
に
比
べ
る
ε
一
日
毎
に
約
四
分
宛
進
む
。

こ
う
せ
い
じ
つ
恒
星
日
（
も
∩
置
q
巴
U
芝
）
。
恒
星
塒
の
二
十
四

　
二
心
で
（
前
項
を
見
よ
）
雫
均
太
陽
時
よ
り
約
四
分
短
い
。
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こ
う
せ
い
げ
つ
恒
星
月
（
し
∩
一
両
Φ
「
騨
一
　
罎
O
二
一
ゴ
）
。
恒
星
を
目
標
ε

　
し
て
測
る
月
の
正
昧
の
一
回
轄
を
云
ふ
。
上
長
さ
二
七
日

　
七
時
四
三
分
＝
・
五
秒
で
あ
る
。

こ
ろ
せ
い
し
ゅ
う
き
恒
星
週
期
（
Q
り
凶
α
2
①
9
＝
8
く
9
甕
g
）
。
遊

　
星
や
衡
星
の
正
味
の
公
理
週
期
を
云
ふ
。
（
各
遊
星
及
太
陽

　
系
を
見
よ
。
）

こ
う
せ
い
ぬ
ん
恒
星
年
（
し
。
蔦
δ
巴
＜
①
母
）
。
地
球
の
正
味
の

　
公
訴
週
期
を
云
ふ
。
三
⊥
ハ
五
日
六
時
九
分
九
秒
で
あ
る
。

こ
う
て
ん
向
黙
（
〉
℃
Φ
×
　
O
h
叶
ゴ
Φ
Q
∩
二
5
曽
Q
o
乏
㊤
堵
）
。
た
い
よ
う
の

　
向
黙
を
見
よ
。

こ
う
て
ん
公
韓
（
ズ
Φ
＜
O
一
9
ユ
O
雷
）
。
　
ケ
プ
レ
ル
の
法
則
に
由
り

　
各
遊
星
が
太
陽
の
周
を
週
は
る
墨
池
は
衛
星
が
者
遊
星
の

　
周
を
歴
る
事
、
其
他
彗
星
が
蓮
行
ず
る
事
等
を
凡
て
公
韓

　
ε
云
ふ
。
自
轄
に
封
ず
る
吉
葉
で
あ
る
。

こ
う
て
ん
交
黙
（
裳
。
α
Φ
）
。
遊
星
や
彗
星
等
の
軌
道
面
が
黄
道

　
面
ε
交
は
る
黙
を
云
ふ
。
（
し
ょ
う
こ
う
て
ん
を
見
よ
）

こ
う
て
ん
げ
つ
交
黒
月
（
窯
。
爵
巴
言
8
量
。
月
が
其
軌
渣
の

　
昇
書
士
を
通
過
し
て
次
に
再
び
此
黙
を
通
過
す
る
迄
の
長

　
さ
で
二
七
日
五
時
五
分
三
五
・
八
秒
で
あ
る
。

こ
う
ど
高
度
（
≧
鼻
琶
。
）
。
　
す
み
へ
い
ざ
ひ
ょ
う
を
見
よ
。

こ
う
ど
光
度
（
ζ
9
σ
q
葺
＆
①
）
。
　
星
の
光
の
大
き
さ
を
表
は
す

　
吉
葉
。
昔
ト
レ
ミ
ー
は
肉
眼
で
見
え
る
星
を
一
等
か
ら
六

　
等
迄
に
別
け
だ
が
、
近
頃
に
至
っ
て
此
分
類
法
は
計
量
的

　
に
な
っ
て
、
光
度
が
一
等
級
違
ふ
毎
に
光
の
大
き
さ
は
凡

　
そ
二
・
五
倍
三
聖
す
る
こ
ご
所
謂
ポ
グ
ソ
ソ
の
法
則
が
用

　
ひ
ら
れ
る
。
今
⊥
ハ
等
星
（
肉
眼
で
見
え
る
最
微
星
）
の
光
を

　
輩
出
ε
し
て
其
他
の
等
級
を
比
較
す
れ
ば

輝
。
G
佃
玲
・
％
・
鍛

　
　
　
1鰍
1
2
3
4
5
6
7
8
9
憩

　
光
度
に
は
肉
眼
光
度
（
≦
霊
野
面
釦
σ
q
三
9
紆
）

度
（
霧
。
δ
⑳
§
詮
。
寓
餌
讐
団
ε
α
。
）
ε
が
あ
る
。

は
A
型
星
に
付
い
て
は
同
一
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ろ

は
多
少
の
違
が
あ
る
。
色
指
敷
を
見
よ
。

O．17

0．06

0025

001011ご
寓
蛍
光

此
二
種
類

其
他
の
場
合
に

こ
り
ど
う
黄
道
（
団
。
言
膏
）
。
天
球
上
に
於
て
太
陽
が
一
年
間

　
に
通
過
す
る
大
会
軌
道
を
云
ふ
。
唯
に
太
陽
の
み
な
ら
す

　
他
の
遊
星
や
、
月
等
も
略
此
の
黄
道
を
通
る
の
で
昔
か
ら

　
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
み
る
。
バ
ビ
ロ
ン
人
は
黄
道
に
沿
．

　
ふ
て
十
二
の
星
座
を
置
き
（
星
座
を
見
よ
）
之
等
の
星
の
位
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畳
を
表
は
す
便
に
し
た
が
、
今
日
は
此
の
黄
道
を
敷
學
的

　
に
十
二
等
分
し
、
之
を
黄
道
十
二
宮
ε
稽
へ
て
る
る
。
（
十

　
二
宮
を
見
よ
）
支
那
で
は
同
じ
意
味
で
二
十
八
宿
を
鞍
明

　
し
た
。
（
二
十
八
宿
を
見
よ
）

　
　
黄
道
は
赤
道
ε
天
球
上
の
二
黙
で
交
は
り
（
春
分
黙
及

　
秋
分
黙
を
見
よ
》
相
互
の
傾
斜
二
十
三
度
年
で
あ
る
。

こ
う
ど
う
こ
ら
黄
道
光
（
い
、
○
亀
9
8
一
H
」
讐
甘
）
。
毎
年
九
月
か
ら

　
十
一
月
頃
熱
唱
出
前
の
東
の
室
に
、
叉
毎
年
一
月
か
ら
四

　
月
頃
迄
日
没
後
の
酉
の
室
に
見
え
る
光
で
、
廣
い
面
積
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
亘
り
銀
河
の
様
に
ぼ
ん
や
り
ε
輝
く
。
痛
み
の
中
心
線
は

　
黄
道
ε
一
致
し
て
み
る
。
之
は
昔
か
ら
天
交
及
氣
象
學
上

　
の
問
題
で
ψ
講
者
は
之
を
地
球
の
上
層
雰
幽
氣
が
太
陽
光

　
線
に
由
っ
て
輝
く
も
の
ご
恵
ふ
。
叉
他
の
三
者
は
之
に
反

　
し
て
太
陽
の
近
傍
に
密
集
す
る
微
粒
天
瀬
で
あ
る
ご
思
つ

　
て
る
る
。
今
爾
割
然
し
な
い
。

こ
う
ど
り
ざ
ひ
ょ
う
黄
雲
坐
標
9
畠
℃
号
9
・
a
一
・
葺
。
）
。
黄

　
道
の
｝
牛
面
を
規
準
こ
し
て
天
球
上
の
位
置
を
表
は
す
吉
葉

　
黄
道
脛
度
（
閏
。
言
膏
H
」
9
σ
q
凶
2
号
略
し
て
黄
輕
）
及
び
黄

　
道
緯
度
（
国
6
、
菅
圃
。
ピ
ρ
賊
乱
。
略
し
て
黄
緯
）
が
之
で
あ
る

　
黄
輕
は
春
分
黙
を
○
ε
し
、
天
を
｝
易
し
て
三
六
〇
度
に

　
至
り
、
黄
緯
は
黄
道
を
○
ご
し
て
、
南
北
へ
各
々
九
〇
度

　
を
敷
へ
る
Q
黄
道
耳
標
は
昔
ヒ
パ
ル
カ
ス
の
頃
か
ら
用
ひ

　
ら
れ
た
も
の
で
太
陽
系
中
の
諸
遊
星
の
硯
蓮
動
や
、
眞
運

　
動
を
云
ふ
の
に
便
利
で
あ
る
。

こ
う
ど
け
ト
光
度
計
（
℃
ゲ
O
け
O
ヨ
①
け
①
「
）
。
獲
光
臓
の
光
力
を
計

　
る
羅
械
。
天
交
學
で
は
左
の
如
き
も
の
が
用
ひ
ら
れ
る
。

　
　
も
　
　
セ
　
　
セ
　
　
ヵ
　
　
へ

　
　
模
形
光
度
計
（
を
①
舟
。
空
0
8
諺
冥
冥
）
。
星
の
光
を
模
形

　
　
の
吸
差
膿
で
遮
り
一
定
の
標
準
に
比
較
す
。

　
　
も
　
　
ら
　
　
も
　
　
へ
　
ぬ
　
　
あ

　
　
子
午
線
光
度
計
（
冒
Φ
「
凶
α
凶
9
コ
　
一
》
ゴ
O
叶
O
日
①
け
①
一
・
）
ビ
ッ
ヶ
リ
ン

　
　
グ
の
獲
明
で
望
遠
鏡
を
二
つ
並
べ
或
星
ご
北
極
の
星
ξ

　
　
の
光
を
硯
較
べ
る
。

　
　
で
　
　
　
も
　
　
　
リ
　
　
　
モ
　
　
も
　
　
　
ぬ
　
　
　
へ
　
　
　
あ

　
　
ッ
エ
ル
ネ
ル
光
度
計
（
N
ひ
二
器
「
℃
『
0
8
日
卑
。
ご
。
一
定
の

　
　
標
準
ラ
ン
プ
ご
星
の
光
ε
を
比
較
す
る
の
で
之
に
は
結

　
　
晶
艦
の
偏
光
現
象
を
悉
毒
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
も

　
　
其
他
近
頃
は
セ
レ
ニ
ユ
ー
ム
光
度
計
（
Q
∩
寄
子
ニ
ヨ
寄
9

　
8
∋
卑
。
こ
や
光
電
光
度
計
（
℃
ぎ
ε
。
岡
9
窪
。
一
、
ぎ
δ
ヨ
9
0
こ

　
等
電
送
抵
抗
を
用
ひ
た
も
の
が
あ
る
。

　
　
門
島
光
度
は
寓
奥
術
を
冷
用
す
る
も
の
で
滞
れ
に
も
寓

　
眞
板
上
に
出
來
だ
星
像
の
直
径
を
計
る
方
法
ε
焦
黙
外
の

　
　
　
　
な
　
ク
ギ
ス

　
星
像
の
黒
さ
を
計
る
方
法
ご
二
種
類
あ
る
。


